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Outdoors Insulators Contamination Test under 
Direct Voltage Application 
Koji Honma， Hisashi Nozaki and Kyo Okubo 
Abstract 
To solve the troubles due to insulators contamination on bus design under impressed high 
direct voltage， insulators contamination test was made outdoors 
The results of test is: 
1) Contamination process is accelarated under impressed direct voltage， and much more 
accelarated in the neibourhood of the electric五eldwith another polarity of the 
impressed voltage. 
2) Contamination distribution characteristics on each insulator is various in the same 
insulator string. 
3) Contamination material is accumulated on disc type insulators surface with the ex-
posed hours but not on rod type insulators surface due to rain washing effect. 





























(Oil filled Cutout Breaker)，および誘導
電圧調整器 (lnductionRegvlator)を介
して試験用変圧器 (TestingTransform噌
er)で昇圧する。これを 330mm2 ACSR 
(Alminium Cable Steel Reinforced)に
OCB 
OCB : i出入しγ断器 (7 .2kV， 1ωMVA) 
IR 誘導電圧調整器 (6 .6kV / 0-3 .3kV， 220kVA) 
TT 試験用変圧器 (3.3kV /30kV， 300kVA) 
R(W) :電糊制用保護抵抗器付加)
SR(SR') :整流器 (240kV，lA) 
C(C') :平滑用コンデンサ (0.083.u F， 189kV) 
























がし、し懸架台は 75cm の等辺山 11~}llf~ で縦 5.5m，横 3.6m， I吉iさ3.7m，のべつぐらを純みヲ
これに，もれ電流測定nJの 130mm懸垂がし、しを介して，各種の供試がし、し連を懸架した。

















がし、し連のもれ電流の測定回路は，団-~l に示すように，絶縁がし、しと並列に 10kD(9 kD+ 
900 D+90 D+9 [J十1D)の抵抗分配器を接続し，もれ電流を電圧に換算して計測してし、る。こ
の電圧を 12打点の自動平衡形記録電圧計(以卜〉白記記録電圧計と呼ぶ。)2台を用いて， 1分
























































































































ER: 自記記録屯圧計 (O~10mVDC) 
Ro 分圧器抵抗 (1)( 100MO 
Rl " (2) 100 kO 
R2: " (3) ( 1ωk!l 
R3・" (4) ( 10 0 
R" ケ ブルの抵抗( 3.ぽ1
RER: E Rの内部抵J1((2 MO 
VB ・測定電圧
i主
β句、一-， r 250 : 250mm!闘がいし (1畑/達、
は乎け→121ω:280m叫騨がいし ( 8個/連)
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仁三工コ L~()n lTnノ、唱 ノグ， ，_ 
Eヨグ
卜 1;~l:!II:; カ"しのひだの(:r泣 (ピン[町)
図-12 ディスク形がし、し子下面のひだの1{Lfr':と
等価塩分付着密度の関係
250mmスモッグがし、しでは， ヒダ否:号 1からヒ夕、、番号3までは， 等価li塩分付着密度は順次増




同じ種類で， かつ， [司じ暴露課電監をもつがし、し連であっても， がし、し懸架台の懸吊位置
の違いによって，等価塩分付着量に変化が見られることが推測できる。 この間の関係を調べる
ために， 同極性電位課電で， かつ， 同じ暴露課電肢を持つ250mm懸垂がし、し連と 280mm懸
垂がいし連の 2種類で， 各がし、し連とも正極課電， および負主張課電のfH十4組について，等価
塩分付着量との関係を前述の 3-2節の方法に従って検討した。 この供試がいし連の課電時間
はすべて 4310時間である。
この検定の結果，有意水準 5~らでは， 250 mm懸垂がいし連，および 280mm懸垂がし、し連
とも， がし、し上国において等価塩分付着量に差はなかったが， がし、し下面においては， 負極課











F(t) = AeBt+C 
F(め=AeBt 
F(t) = A 
















がいしの種数 |極性 1---=-:--_-. -I-.----._c._----， ー←一一一
諸O懸去がいし
長幹がいし
li BeBt十C AeBt At十B
|十 2912.8 捌 4 31側
- 5669.4 39陪2.7 3952.8 
+ I 山 1202.3 1213.9 
十|
1047.7 1056.9 1055.4 














































































































































































































































































































































いし各 1速で，がし、し速の接地端から数えて 3番目， 5番目および7番目のがし、しから採取し
た試料を，それぞれ上面分と下面分に分けて，その中に含まれる Na，Ca， Mgおよび Kにつ
いて測定した。
結果を取りまとめて表 4に示す。なお参考のために，がし、し面の付着物質を洗燃すると






















































1) 課電々圧極性が異なっても， Na， Ca， Mgおよび Kの組成率に大差はない。
2) がし、し上面の主成分は Caであり，がし、し上面の Na，Ca， MgおよびK量の 70%以
上を占めている0
3) がし、し下面の主成分は Naであり，がし、し下面の Na，Ca， Mgおよび K量の 70%以
上を占めている。
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がししの位置 i TE ¥ ぷいしの位辰
2 I 8 1 2 1 8 I 2 1- 8 1 2 I 8 ¥1~ ¥1 2 : 8 I 2 I 8 1 2 1 8 1 2 I 8 
C 。。。。。。。。 Cr 。 。。。
F 。 Fe 。 。。。。。
Na 。 。。。。。。 Ni 。
Mg 。。。。。。 Cu 。。 。。。。。
Al 。 。 。。。。 Zn 。。。 。。。。
Si 。 。 。。。。 As 。。
S 。。。。。。。。 Ba 。 o I 0 i 0 
Cl 。 。 。。。。 Pb 。。 。。 。
K 。。。。。 Mn 
Ca 。。。。。。。。
6) がし、し下面の Na量を NaCl量に換算すると，汚損測定法による等価塩分付着量と大
旨一致する。このときの差異は20%以内である。
































効果の関係は，雨量 0.5mm/hで雨洗効呆は 60%程度であり，雨量が 0.5mm/h 増す毎に雨洗























暴露地点 (mg/cm2) (mg/cm2) 
南川越変電所 0.004 0.014 841) 
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がいし ))礼、し 上面 (寝室) 下回 全国 (間) 課電記号 の稜類 平均 平均 平均 時間
A1 250寸 1.39 0.20 18.84 1.48 20.2:~ 1.37 2948.0 1.58 0.18 19.88 3.92 21.47 4.00 
A2 250十 2.44 0.25 22.88 5.18 25.32 5.28 1207.4 2.96 0.43 24.44 4.45 27.40 4.38 
S 十 4.65 0.76 38.36 :>.45 4:3.01 :~.87 3266.7 :3.81 0.69 34.24 10.51 38.05 10.86 
C 280斗 :3.21 0.79 42.91 5.:36 46.12 5.49 4310.5 3.51 0.75 32.75 6.21 36.26 6.43 
Dl L ート 27.25 28.39 27.82 2948.0 25.99 45.59 35.79 
D2 L + 55.83 74.6:-¥ 65.23 1207.4 65.57 90.27 77.92 
E1 280斗 1.68 0.15 31.6" 4.57 ，3.:.n 4.65 2404.7 2.14 0.26 :~2.35 4.76 34.49 4.90 
E2 280 + 1.53 0.10 27.53 2.26 29.07 2.22 478.4 1.77 0.22 28.82 3.46 30.59 :3.41 
E3 280十 3.16 1.05 27.08 3.31 :-30.24 3.95 1207.4 4.38 0.76 30.95 4.32 35.34 4.95 
F 250十 2.64 0.47 18.59 3.02 21.23 :-1.31 4310.5 2.59 0.37 21.04 2.26 23.63 2.16 
C1 250十 0.99 0.07 10.80 1.20 11.79 1.20 2015.4 0.81 0.11 10.09 0.97 10.91 0.95 
G2 250← 2.12 0.65 21.09 3.53 23.20 4.05 2040.1 2.90 0.53 23.84 2.48 26.74 2.10 
H1 S 十 1.37 0.23 26.90 1.81 28.27 1.75 2270.7 1.42 0.25 23司4" 2.73 24.84 2.68 
H2 S 十 :3.96 0.83 32.21 1.95 :16.17 1.28 1905.8 3.69 0.57 26.53 2.91 30.22 2.60 
I (分析の為に使用) 4310.5 
J 250十 2.40 0.61 23.26 4.12 25.66 3.9::3 4310.5 3.31 1.04 25.73 3.01 29.04 3.85 
K1 L + 43.68 67.36 55.52 2270.7 :39.88 50.39 4.5.14 
K2 L -ト 49.07 70.46 59.77 
1905.8 46.61 74.95 60.78 
L 280十 3.64 0.51 32.80 5.18 36.44 5.47 4310.5 4.04 0.40 36.18 4..12 40.22 3.95 
M1 250 ト 1.29 0.43 6.55 1.24 7.84 1.48 829.6 0.87 0.08 6.01 0.70 6.88 0.69 
M2 250 + 2.53 0.46 22.22 4.32 24.75 4.13 3266.7 2.58 0.44 19.14 2.15 21.72 2.03 
AO 280 0 ;-).43 1.12 :-12.32 3.82 35.75 4.72 25J. days 
B10 280 0 1.64 0.17 19.68 3.01 21.32 3.03 57 days 
B20 280 0 3.42 0.87 25.94 3.03 29.36 2.52 176 days 
(105) 
